


安全上のご注意

注意:

警告:

危険: 人が死亡または重傷を負う差し迫った危険の発生が
想定される内容。

人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。

人が障害を負う可能性および物的損傷のみの発生が
想定される内容。

絵表示について

△記号は、危険・警告・注意を促す内容があることを
　告げるものです。
　図の中に具体的な注意内容（左図の場合は高温注意）
　が描れています。

　記号は、禁止の行為であることを告げるものです。図
　の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁
　止）が描かれています。

●記号は、行為を強制したり指示したりする内容を告
　げるものです。図の中に具体的な内容（左図の場合
　は電源プラグをコンセントから抜いてください）が
　描かれています。

危険
●乳幼児、自分で温度調節でき

　ない方は付き添いなしでは

　使用しないでください。

　低温やけどや脱水症状を起こ

　す恐れがあります。

警告
●修理技術者以外の人は、

　絶対に分解したり修理・

　改造をしないでください。

　発火したり、異常

　動作してけがをす

　ることがあります。

●低温やけどの恐れが
　あります。
　比較的低い温度(40
　～60度)でも長時間
　皮膚の同じ場所に触
　れていると低温やけ
　どの恐れがあります。

次のような方はとくにご注意を！

乳幼児、ご自分で温度調節の
できない方、皮膚感覚の弱い
方、お子様、お年寄り、眠気を
誘う薬(睡眠薬、かぜ薬など)を
服用された方や深酒・疲労の
激しい方。

分解禁止

禁　止

禁　止

1

正しい使いかた 1 準　備
コントローラー

温度調節目盛

電源ランプ

指　針
温度調節つまみと
連動し、目盛を指
示します。

温度調節つまみ

コンセント

電源プラグ

コントローラーを接続する2 凸部と凹部を合わせる

コネクター

コネクター受け

根元まで確実に接続します

本　体

警告
ポリ袋は幼児の手の届くところ

に置かないでください。

頭からかぶると口や鼻をふさぎ

窒息するおそれがあります。 禁　止

2

（電源スイッチ兼用）

電源コード

コントローラー
コード

ここに示した注意事項は、製品を正しくお使い頂き、あなたや
他の人々への危害や危険や損害を未然に防止するためのもので
す。また注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示
するために、誤った取扱いをすると生じることが想定される内
容を、「危険」、「警告」、「注意」の3つに区分しています。
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってくださ
い。

注意
●電源プラグを抜くときは
　電源コードを持たずに、
　必ず先端の電源プラグを
　持って引き抜いてくださ
　い。
　感電やショートして発火
　することがあります。

プラグを持って抜く

●電源コードや電源プラグ
　が傷んだり、コンセント
　の差込みがゆるいときは
　使用しないでください。

感電・ショート・発火の
原因になります。

●電源コードを傷付けたり、
　破損したり、加工したり、
　無理に曲げたり、引張っ
　たり、ねじったり、たば
　ねたりしないでください。
　また重い物をのせたり、
　挟み込んだり、加工した
　りすると電源コードが破
　損し、火災・感電の原因
　となります。

●コントローラーに水やお
　茶などの液体をこぼさな
　いでください。
　万一こぼしたときは、過
　熱の恐れがありますので、
　直ちに使用を中止し、販
　売店の点検を受けてくだ
　さい。

●犬や猫などのペットの
　暖房用には使用しない
　でください。

ペットが本体やコードを
傷め、火災の原因となる
　　　　ことがあります。

交流100V

コンセント

●交流100V以外では使用
　しないでください。

火災・感電の原因
となります。

●アイロン台として使用
　しないでください。

熱で本体を傷
め、発火する
ことがあります。

●ナフタリンなどの防虫剤
　は使用しないで
　ください。

コントローラー部

を傷め、過熱する

ことがあります。

●本体を折り曲げて使用
　したり、ピンや針・刃
　物等で傷を付けたり、
　重い物をのせないでく
　ださい。

火災・感電の原
因となります。

●使用時以外は、電源プラ
　グをコンセントから抜い
　てください。

けがややけど・絶

縁劣化による感電

・漏電火災の原

因になります。

禁　止

水ぬれ禁止
禁　止

禁　止 禁　止

禁　止 禁　止

禁　止
プラグをコンセ

ントから抜く

コントローラーの取り扱い
コントローラーをぬらしたり、高い所から落としたり、
踏みつけたりしないでください。（置き場所にもご注意）
コントローラーは絶対に開けないでください。
室温が高いときに、「弱」近くでは通電しない
ことがありますが、故障ではありません。
使用中、コントローラーが少し暖かくなり
ますが、故障ではありません。

こんなときはすぐ点検を
本体内部に配線されたヒーター線同士の重なり、よじれなどが
あるとき
コントローラーをぬらしたとき
コントローラーに強い衝撃を加えたとき

ただちに使用を
やめ、販売店に
ご相談ください

禁　止

落とす、ぶつける 液体をこぼす

低温やけどや火災・感電・故障の原因

ヒーター線が
重なる

ヒーター線が
よじれている



2ご使用方法

指針

１ 電源プラグをコンセントに差込み、
　 温度調節つまみを好みの目盛にあ
　 わせる。

3

3

4

収納

軽くたたんで、ふと
ん類の一番上に置く

長い間保管するときは

  6ページ
「保管のしかた」
  を参照のうえ、
  箱に入れて保管
  してください。

ダニ退治のしかた

「ダニ退治」機能とは

本体の温度を上げ、ふとんなどから
移ってきたダニを退治します。

1本体を折りたたみ、ポリ袋(市販
のごみ袋など)に入れます。
コントローラーは本体と接続して
おきます。

①　よこ3つ折に
　　します。

②　たて3つ折にします。

③　ポリ袋へ入れます。

コントローラー
はポリ袋の外へ
出しておきます。

2しきぶとんの上におき、かけぶと
んをかける。

温度調節つまみを「強」の
位置に合わせ、約3時間通
電します。

ポリ袋から本体を取り出して広げ、
掃除機の吸じん力を弱めにして、
ダニの死がいなどを吸い取る。
（使用したポリ袋は捨てます）

3

その他のダニ対策

ふとん類は、ダニ繁殖防止のため、
こまめに日光干しをしたり、掃除
機でダニを吸い取ります。
本体は、フケ、ホコリなどを取り
除くため、シーズン初め、または
終わりには、必ず洗たくをして清
潔にしましょう。

正しい使用事例

イスに腰をかけ、本体
をひざにかける

床に座り、本体をひざ
にかける

ソファーに敷いて使用
する

床に寝そべり、腰に本体をかける
本体を床に敷き、その上に
寝そべる

２ 使い終わりましたら温度調節つま
　 みを「切」にし、電源プラグをコ
　 ンセントから抜く。

ご注意

●トイレなどで席を外されるときも、安全のため温度調節つまみを
　「切」にしてください。
●コントローラーは他の熱源から離して置いてください。


